
広島都市学園大学 言語聴覚専攻科 2026年度
科目コード S19201 科目名 チーム医療福祉論

履修区分 必修 開講期 2年前期 授業回数 11回 単位数 1単位

担当者 河村　千夏 ・ 馬屋原　康高 ・ 平尾　文 ・ 宮崎　洋幸 ・ 渡邊　哲也　他（専攻科全教員）

授業の概要
言語聴覚療法の領域の中で特に他職種との関わりの深い分野について、それぞれの専門職から学ぶ。また、さまざまな臨床現場で働く言語聴
覚士からチームワークの実践について学ぶ。これらを通して、リハビリテーションにおけるチームワークの重要性を理解し、その中での言語
聴覚士の専門性について考える。

DPとの関連

①人間を広い領域から捉え、人を愛する心と専門技術を統合できる能力を身につける ○
②言語聴覚障害学について深い専門的知識を修得し、それを臨床において適切に応用することができる能力を身につける ○

③職務遂行に必要な社会性、倫理観、専門職業人としての自覚を身に付け、多様な患者、家族、医療・福祉関係者等と
　円滑なコミュニケーションを取ることができる能力を身につける ◎

④複雑で多様な障害について常に科学的に探究する姿勢をもち、積極的に自己研鑚し続ける能力を身につける ○
※DP：ディプロマ・ポリシー（修了認定の方針）＝修了までに身に付けるべき資質・能力

到達目標
１　摂食・嚥下障害、高次脳機能障害など、他職種との関わりの深い分野における、各専門職の役割とチームワークについて説明できる。
２　リハビリテーションの各期における言語聴覚士と他職種との連携の実際について理解し、自分の考えを述べることができる。

履修上の注意事項
遅刻は2回で欠席１回扱い、開始後20分以降は欠席扱いですが、やむを得ず遅れた場合も参加してください。
オムニバスで行うため時間割の変更が生じますので注意してください。
毎回、小レポートまたは感想文を提出してもらいます。提出物はすべて提出ずみであることが評価の前提です。

授業計画

回数 講義内容【担当教員】 事前・事後学修

1 オリエンテーション【河村】 事後：自分の興味を持つ領域におけるチーム医療について考察し、研究疑問を持つ(60
分）

2 呼吸リハビリテーション【馬屋原】 事前：呼吸不全の病態について予習する（60分）
事後：講義のまとめ，課題の実施（60分）

3 食と姿勢と口腔機能～さぁ、食べてみよう！！～【平尾】 授業で体験した内容のいずれか一つを、再度実践してみる（60分）。

4 高次脳機能障害に対するOＴ介入とチームワーク【宮崎】 事前：作業療法士の役割について考察する（60分）
事後：感想文の作成とOTとSTの介入の違いについてまとめる（60分）

5 認知症に対する治療的介入とチームワーク【渡邊】 事前:認知症をテーマとした番組などを視聴し、認知使用にイメージを具体的にしてお
くこと(60分) 事後:感想文の作成(60分)

6 回復期リハにおけるチームワークとST【今橋】 事前：回復期リハにおけるSTの役割を知り考察する。(60分）
事後：小レポートまたは感想文作成（60分）

7 訪問リハにおけるチームワークとST【井林】 事前：訪問リハについて考察し、イメージを持つ(60分)
事後：小レポートまたは感想文の作成(60分)

8 老健・デイケアにおけるチームワークとST【山本】 事前：維持期および地域・在宅でのSTの役割りについて考察する（60分）
事後：小ポートまたは感想文の作成（60分）

9 摂食嚥下障害をめぐるチームワーク【高橋】 事前：摂食嚥下における各専門職の役割とチームワークについて学ぶ（90分）
事後：感想文の作成（30分）

10 リハビリテーションチームにおけるSTとは【ST教員】 事前：文献を読み、論文形式にまとめ、発表用資料を作成する（360分以上）
事後：論文に修正を加え、完成させる(60分）

11 リハビリテーションチームにおけるSTとは【ST教員】 事前：文献を読み、論文形式にまとめ、発表用資料を作成する（360分以上）
事後：論文に修正を加え、完成させる(60分）

成績評価方法
小レポート・感想文　40％
まとめのレポート・発表　60％

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード
  
  
  

参考書
標準言語聴覚障害学　言語聴覚療法　評価・診断学　第2版（医学書院） 978-4-260-06279-4
図解言語聴覚療法技術ガイド　第２版【深浦順一（編集主幹）】（文光堂） 978-4830647017
  

教員からの
メッセージ

これまでの講義や演習で学んだ内容を振り返り、臨床現場でチームの一員として、対象者のニーズにどのように応えて行けるかを考察してく
ださい。

教員との
連絡方法

講義後、担当講師に口頭質問をする時間があれば行う。時間がない場合はレポート作成時にC-learningにて質問する。

実務経験の
ある教員

臨床経験のある看護師・理学療法士・作業療法士・言語聴覚士が、実務経験を活かして講義を行う。
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